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○ はじめに

地方創生が叫ばれる前の平成26年、私は「高

校と地域が連携していきましょう」という勉

強会を全国各地で組織しはじめていました。

その勉強会を東北で初めて開催できたのは、

平成26年10月19日、ちょうど4年前なのですね。

その開催地は、遠野市だったのです。

遠野高校では震災の前から地域との連携を

されていました。これは有名な話なのですが、

遠野高校を卒業した直後に「地元のために頑

張れるよう、大学で一生懸命学んでいきます。」

と言って旅立ち、実際、4年後に戻ってきて、

地元で活躍する、という実績がいっぱい現れ

ているのですね。つまり、遠野市さんが、こ

うした実践のある町や高校だったから、高校

と地域の連携という勉強会の開催を引き受け

ていただけたわけです。

それはまだ「増田レポート」が出ていない、

地方創生という言葉が世に広まっていなかっ

た時代でした。それから、ちょうど4年たった

平成30年10月に、遠野市さんからお招きいた

だき、岩手県議会という場所でこのようなお

話をさせて頂けるのは、本当に光栄なことと

思っています。

○ 地域を担っていけるのは どんな若者か？

まず、「どんな若者が地域を担っていくの

か？」ということで、若干の宣伝を兼ねて、

私ども大正大学地域創生学部の話をさせてい

ただきます。

私は「高校と地域の連携」は今やらないと

ダメだと、10年先に延ばしたらできないと思

っています。私が全国を回っている感触から

すると、若者がどんどん逃げていく町と、「こ

こは面白い」とどんどん集まってくる町が、

だいたい3年くらいの間に決まってくると思っ

ています。つまり３年後には、仮にその段階

で動きに気がついて手を打とうとしても、流

れが始まっているので、もう遅いと思ってい

るのです。

私は今年、大正大学で2年目なのですが、「定

年まで岐阜県の教員として過ごしていたら、

もう遅い。手遅れになる。何としても今すぐ

動かないとダメだ！」と思っていた時に、大

正大学からお声掛けを頂いたのですね。

大正大学は、大正15年に創立された仏教系

の大学でありまして、今年で創立92年を迎え

ます。特徴は、全国各地からお寺のご子息を

お預かりして、東京で鍛えて、地元にお返し

をして、お寺を通して地域の振興に貢献して

きた歴史にあります。

時は流れて、今日、人口減少が起こってい

ますが、それはお寺にとっては檀家の減少を

意味します。お寺の存続が難しくなったわけ
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ですね。すると、全国から悲鳴が届くのです。

お寺の存続のために、地域を活性化しなけ

ればいけない。そのための学部を大正大学が

作らなければいけない。それで地域創生学部

を創設したのだ。‥本当は少し違うのですが、

そう説明すると、皆さん「なるほど！」と納

得して下さいます。

それはともかく、全国から「地元を何とか

したい！」という熱い若者を集めて、経済を

活性化できる、東京都と地方をつなげる担い

手を育てて、全国各地にお戻しをするという、

お寺のご子弟を育ててきた以来のＤＮＡを生

かした学部が地域創生学部でありまして、今

年の1年生が3期生になります。

「行動する経済学部」を標榜しておりまし

て、特長は「約6週間に及ぶ地域実習を実施し

ている」ことです。まさに今も地域実習の真

っ最中でございまして、担当する島根県の益田
ます だ

市から、昨夜のうちに鳥取県米子市まで移動

して、米子空港から今朝の始発便で飛んでき

たところです。

地域実習は今月の終わりまで続きます。

さて、ご多分に漏れず、益田市も人口減少

で悩んでおります。「何とかしなければいけな

い」と思って動くところまではどこも同じか

もしれませんが、益田市がすごいのは、いろ

いろ実行してみた結果、地方創生は「何をや

るか」ではなくて「誰がやるか」だと学んだ

ところです。「そのためには、人づくりをしな

いとダメだ」‥『人づくりなくして、地方創

生なし』と身に染みて、いま本気になって、

人づくりを推進している自治体なのです。

市の方針に沿う形で、今、学生が実習のテ

ーマとして取り組んでいるのは、『高校生を地

域課題を解決する人材として育成する』活動

です。では、それには何が必要なのか。大人

と高校生が一緒に対話をする、あるいは一緒

になって汗を流していくことです。

つい昨日、高校生と地域を良くしようと頑

張っている大人が対話するイベントを終えて、

今日ここに来た次第です。「対話の場」の可能

性はどれくらいあるのか、ニーズはどれくら

い感じていただけるのか、検証するのが実習

のテーマになっています。

１年生が8人、３年生が５人なのですが、3

年生は経済学をかなり勉強していますので、

深く掘り下げた実習をします。

例えば、3年生のＯ君。新規就農者を獲得し

たい。しかし、補助金をばらまいて、誰でも

いいから来てくれとなると、かえって混乱す

る。「地元が来てほしい」「行くのだったらこ

の町に行きたい」というマッチングをしない

といけない。行政的なアプローチだと先着順

か抽選順。「もし、配偶者を先着順、抽選順で

となったら？」‥それと全く一緒なので、マ

ッチングが大事になります。

では、地元はどんな人に来てもらいたいの

か。それを徹底的に調査しようと、益田市に

来て農業を始められた方に、何が良くて来た

のか、聞き取り調査を始めています。

もし、その条件にあった人を迎え入れられ

るような情報発信をできれば、効率的で効果

的な新規就業者を得られるのではないか。そ

う考えて調査をしているのです。

多くの経済学部は座学がほとんどで、現場

に行くことはほとんど無いと思います。授業

の一環で現場に学生を出して、実践力を高め

ている大学だということをご理解いただける

と有難いなと思います。

このように、私どもの大学には「地元のた

めに頑張ろう」という学生が数多く来ていま

す。岩手県出身者も何名かおりまして、中心

メンバーとして頑張っています。

ただ、日本全体で見た場合には「地元のた

めに頑張ろう」という高校生はまだ少数派で

すよね。何かよほどラッキーな出来事があっ

て、ようやくそういう気持ちになるわけで、

組織的にそのような高校生を育成しているの
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かというと、まだまだできているわけではな

いのです。なので、キチンと地域に関わって

「地元のために頑張ろう」という気持ちを高

める高校生を、意図的に育てないといけない。

そんな動きが各地で始まっています。

そもそも、私がなぜ「高校と地域の連携」

を始めようと思ったのか、ご説明します。

つい先日までＮＨＫで「半分、青い」が放

送されていた関係で、私は本当に不便な生活

をしていました。朝8時になるとテレビの前に

いなければいけなかったからです。というの

は、私には絶対に視なければいけない理由が

あったのですね。

1989年、主人公の楡野鈴愛は高校3年生でし
にれ の すず め

た。私は岐阜県“東美濃市”の地区で高校教

諭の1年目を迎えたのですが、当時の高校3年

生が鈴愛の学年だったのです。次に、鈴愛が

高3生として初めて登場したシーンは、2年前

まで勤めていた可児高校がロケ地でした。「こ

れは視なきゃいけない」というわけです。自

分の学校がテレビに出てくるのは、不思議な

感覚でした。

番組に登場した“東美濃市”を見下ろす光

景は、私にとっては大きな意味があります。

今から30年近く前は、まだ受験競争が激し

かった時代でした。何がやりたいのかを聞い

て「じゃあ、頑張って受験勉強しよう」と、

徹底的に勉強させていました。その時、よも

やそのような受験教育によって、地元が疲弊

することになろうとは、これっぽちも思いま

せんでした。生徒が将来やりたいことをでき

るように点数を取らせることが、私たち高校

教師のミッションだと信じて疑わなかったか

らです。

期待としては「結婚する頃には地元に戻っ

てきてくれるといいな」と思っていました。

しかし、結婚式に呼ばれて新居を聞くと、そ

のまま「東京･大阪･名古屋」なのです。「いつ

か戻ってきてくれるかな？」というのは無理

ですよね。そこで結婚生活が始まって、まし

てや子供が小学校に上がったらおしまいです。

当時の高校2年生～3年生は今45～46歳なの

ですが、結局、見事に都会で生活をしていま

す。地元には盆と正月に帰ってくるだけです。

そして何が起こったのか。教え子たちの子

供は都会にいる。結果として、地元は若年人

口が減り、高校入学者が減り、高校の活力が

失われ、高校がいくつか無くなる、という現

象が現実に起こっています。我々が行ってき

た教育が地元を疲弊させていて、ましてや、

自分たちの高校の活力喪失という形で、自分

で自分の首を絞めているという自覚は、最近

まで全くありませんでした。

気がついたのには、あるきっかけがありま

した。かつては輝かしい進学実績を収めてい

た高校が、最近はあまり芳しくないのです。

そこで、ある方に「どうしたの？」「何か起こ

ったの？」と聞いたのです。そうしたら、コ

ソッと「先生の教え子さんは、今どこにいら

っしゃいますか？」と。‥「これか！」と思

いまして、ゾッとしました。

これは、将来地元に帰ってくるような教育

を学校として進めていかない限り、学校も苦

しくなるし、地域もどんどん疲弊してくるこ

とを意味します。「少子高齢化というのは、学

校の外で、我々高校教師とは無関係に起こっ

ている現象ではなくて、高校教育が引き起こ

している現象なのだ」と気付き、ゾッとした

わけです。それで、居ても立っても居られな

くなって、「地域と連携していきましょう」と

いう活動を本格的に始めたのです。5年ほど前、

平成25年のことでした。

○ 近年 どんな高校生が育っているか？

最近、どんなことが起っているか。ご紹介

するのは、私の出身地・岐阜県の一番北にあ

る「飛騨市」と、そこにある「吉城高校」の
ひ だ よし き

連携です。岐阜県の一番奥ですから、過疎化

が深刻です。「学校と地域がタッグを組んで人

岩手の高校教育を考える市町村長懇談会 設立記念講演会 （H30.10.15.盛岡市） 浦崎太郎氏 講演録

－ 3 －



づくりをしていかない限り、未来はない」こ

とが実感値として分かるんですね。

これは一昨年、学校の勤務時間中に行われ

た職員研修です。メンバーの半分は吉城高校

の先生、残りの半分は地域の人たちで、「どん

な地域にすればいいのか」「どんな人づくりを

一緒になって進めていけばいいのか」を話し

あった時の写真です。

このような関係性ができていますから、す

でに「地域課題解決型キャリア教育」は何年

にもわたって行っています。部活動が空いて

いる日の放課後、地元の若者に生徒有志むけ

のキャリア教育を任せたりもしています。

この学校の地域学習は「吉高地域キラメキ
よしこう

プロジェクト」、略して「ＹＣＫプロジェクト」

といいますが、去年は生徒に地元の伝統行事

「三寺まいりを盛り上げよう」というミッシ
さんてら

ョンが下されました。

吉城高校が大切にしているのは、生徒自身

が幸福感を味わえることです。

これは、本当に注意していかなければなら

ないことなのですが、地方創生が始まってか

ら「地域が今、大変なことになっているから、

お前たちで解決策を考えろ」というアプロー

チが進んできたことです。高校生は敏感です。

「こんな深刻な問題を引き起こしたのは誰だ、

大人だろう」と。「なんで、大人の尻拭いを俺

たち高校生がやらなければならないの？」「そ

のためのプロジェクトに、なんで参加しない

といけないの？」と思っています。

吉城高校では「地域の課題を解決しなさい」

という乱暴な言い方しません。「三寺まいり、

みんな知っているよね。ここに君たちが関わ

ることによって、町の人がとても喜んでくれ

る。喜んでもらえるから、君たちは「ありが

とう」という言葉をシャワーのように浴びる。

その結果として「本当に関わって良かった」

と思える。そんなプロジェクトを企画してや

ってみなさい」というアナウンスなのですね。

となると、高校生は考えます。指導を行っ

ているのは、校長からコーディネーターやサ

ポーターという形で委嘱を受けた若手です。

具体的に何をやっているのか。元々、お寺

にお参りに行くのですが、なぜ、お寺にお参

りにいくのか、その由来を知る人が地元でも

減っている。和尚さんは「何とかして伝えて

いきたい」と願っている。では、どうしたら

いいのか。

小学生向けにイベントをすれば、次の世代

にも伝わるし、子供が来れば親も一緒に来る

ので、親にも伝わる。そう考えて、スタンプ

ラリーを企画し、各お寺で説明会やクイズす

ることにしたのです。

綺麗な着物を着ている女子生徒もいますが、

これは「高校生が頑張っている」ということ

で、地元の呉服店さんが無償で提供してくだ

さったものです。

もう一つ。この子たちは日常的にボランテ

ィアをしているのですが、老人ホームに行っ

た時に、「本当はお参りに行きたいのだけれど

も、足腰が立たないから行けない」という話

を聞いているのですね。それを思い出して、「じ

岩手の高校教育を考える市町村長懇談会 設立記念講演会 （H30.10.15.盛岡市） 浦崎太郎氏 講演録

－ 4 －



ゃあ、私たちが代わりに届けよう」と、願い

事を聴きとって届ける「祈願代行」をしまし

た。もちろん、すごく喜ばれました。

翌月、ＹＣＫプロジェクトの発表会が行わ

れました。平日の午後にもかかわらず、地元

の方がたくさん来て下さいました。そこで市

長は、こうアピールして下さいました。

「君たちのおかげで、今年の三寺まいりは

本当に良かった。ありがとう。君たちがやっ

てきたことは、まさに、今の世の中で必要と

されている課題の発見･解決活動そのものなん

だ。市役所の中で職員さんが、地元の企業で

は社員さんが、朝から晩までされていること

と同じ。だから、君たちがここでつけた力は、

将来すごく役に立つ。本当に貴重な経験をで

きたね。」と。

これはインパクトが大きかったですね。そ

れまでは、どちらかというと、「この活動に参

加すると地元に縛られる」とか、「内申点上げ

るためにやっているのだろう」とか、「意識高

いよね」とか、そんな視線で見られていたの

ですが、こんなアピールされたら、一躍ヒー

ロー・ヒロインですよね。

これで、この子たちのステータスはグンと

上がりました。そして今年度は、この子たち

に憧れて、後輩が何倍もの規模で、様々な活

動に参加するようになりました。

卒業式でも、登壇者が入れ替わり立ち代わ

り「ＹＣＫ」と連呼するほどでした。こうし

て、吉城高校や飛騨市では、高校生が地域と

関わりながら成長していくのがステータスと

なり、その先に地域の活性化を描く学校や町

になったのです。

類似の動きは、全国各地で進んでいます。

実は、岩手県は、地域連携では全国的な先進

地です。先ほど遠野高校の話をしましたが、

他にも様々な高校で地域連携が進んでいます。

画期的だったのは、今年の3月、高校生が地

域で行ったプロジェクトの甲子園ともいえる

『マイプロジェクト・アワード』の全国大会

でした。今回は300件以上のエントリーがあっ

て、その中で32チームだけが東京に行けて、

最後に賞が決まるという大会なのですが、そ

こに出場することができ、なおかつ、第1位の

文部科学大臣賞を受賞したのは、大船渡高校

の女子生徒でした。

この子は小学校の時、いわゆる理系女だっ
り け じよ

たのですね。リトマス紙の色が変わるのに萌

えるような。大船渡高校に入学してから「自

分が学びたいことを、地域をフィールドに深

めよう」という指導を受けて、自分の家の井

戸水の水質に興味を持って、専門機関に持ち

込んだ。そうしたら『いろはす』と似ている

ということが分かった。

そのとき『いろはす』は花巻にも取水源が

あると知って、関係あるのかな？と思った。

その後『いろはす』つながりでニアウォータ

ーを作ろうと思い立ち、大船渡だから、まず

柿で作ってみようと考えた。柿をもいできて、

摺って、裏ごしして、蒸留したのだが、柿の

香りするかな？と楽しみにしていたのに、香

りが抜けて渋みだけが残った。柿はダメだと

分かったので、今は椿でチャレンジしていま

す。‥そんな発表でした。

それで、「自分が大好きな理科を、地域をフ

ィールドに究めて、もし成功したら大船渡が

有名になるかもしれない。もし商品開発に成

功したら、それで産業が新たにできて、それ

で大船渡の町が豊かになるかもしれない。だ

から、私は、自分の大好きな理科を、これか

らも地域をフィールドに究めていきたいで

す。」という発表をして、文部科学大臣賞を取

ったのです。

かつての受験勉強、「センター試験で点を取

れば良い」という学びとは全然違ったことが、

もうすでにこの岩手県で、全国第1位を取るく

らいのレベルで進んでいるのです。この市町

村長懇談会が、実践が何もない県ではなくて、

すでにこのように優秀な事例がある県で発足

したことには、すごい可能性が秘められてい
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るとご理解頂ければ、と思います。

○ 日本の教育は今どこに向かっているか？

つづいて「日本の教育は今どこに向かって

いるのか？」をご説明します。

まず、我々の時代と今の若い子たちで、ど

のように違うのかをご紹介したいと思います。

我々が受けてきた教育は、入学試験に出る

ことを詰め込んで吐き出すものでした。

そのような教育を行うと、地域が無くなっ

てしまう、世の中おかしくなってしまう、な

んてことは誰も心配していなかった。ともか

く、世の中がまだしっかりしているという前

提の上に、このような教育が行われてきたの

です。このような、いわゆる受験対策の授業

は今なお展開されています。

他方、この間に起こった大きな出来事は「イ

ンターネットの普及」です。これはすごい破

壊力を持っています。

左側は我々の世代が受けてきた教育、右側

は子供や若者たちに求められている教育です。

インターネットがなければ、知識は伝わらず、

知識の持っている価値も減りません。なので、

若い時にお金を払って、知識を詰め込んでも

らえば、それを切り売りして一生やっていけ

る。こういう教育を我々は受けてきたのです。

受験競争が厳しかった背景もありますが、

このような教育を受けてきた我々は、これこ

そが教育だと信じて疑わず、次の世代、教え

子たちにも徹底的に行ってきたのです。

私たちが教えた世代は、今は高校生の親の

年代ですが、見事に教育の成果が表れていま

す。世の中がこれだけ変わっていて、会社で

は「最近の若者は、全然、課題発見･解決能力

に欠けている」などと言いながら、自分の子

供は進学塾に入れているのです。それが矛盾

だとは気がつかないのですね。親は、自分の

子供がかわいいですから、自分が受けてきた

教育をそのままやっているのです。

ところが、今、子供たちが置かれているの

はインターネット社会です。アッという間に

知識が伝わり、アッという間に知識の持って

いる価値は落ちていきます。せっかく知識を

蓄えても、アッという間に陳腐化してしまう

ので、蓄えておく価値は下がってしまいます。

代わりに、新しい知識、新しい価値を生み

出し続ける力が求められています。インター

ネット社会の登場によって、今は「知識を蓄

える力」よりも「知恵を生み出す力」が求め

られているのです。表現は「価値創造力」「環

境適応力」「価値創造力」と業界によって異な

りますが、本質は同じです。

では、知恵を生み出すには、何が必要なの

でしょうか。端的にいえば『三人寄れば文殊

の知恵』です。「個性の違う3人が集まって話

しあっていると、そこからアイデアが浮かん

でくる」という庶民の経験則ですが、今はこ

れを意図的にトレーニングすることが必要に

なっています。

その核心は「対話」ですが、これを文部科

学省は『主体的・対話的で深い学び』と難し

い表現をしているわけです。文部科学省が推
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進している「アクティブラーニング」や「主

体的・対話的で深い学び」は、簡単に言うと

『三人寄れば文殊の知恵』なのだと覚えてお

いてください。

この間に起こった劇的な変化によって、い

まや「テストに出ることを覚えて吐き出す」

だけではもうダメ。なのに、それを続けてき

たから、日本は閉塞感に陥ってしまったので

す。では、活力を取り戻していくためには何

が必要なのでしょうか。

まず、教育のゴールを「より良い世界・よ

り良い社会を創り出していく」‥もう少し噛

み砕くと「より良い地域・より良い会社を創

り出していく」‥にしないといけません。

それは「皆で知恵を出しあっていく」こと

ですから、これからの学校は『三人寄れば文

殊の知恵』の授業をやっていかないといけな

いわけです。

ここで、ぜひ共有していただきたいのは「も

し、これを学校でやらなかったら何が起こる

か？」ということです。

たまたま運良く、恵まれた家庭、恵まれた

地域に生まれ育った子供は、生活の中で『三

人寄れば文殊の知恵』の経験ができて、知恵

を生み出す力を身につけることができます。

つまり、稼ぐ力がつき、生きていけます。逆

に、家庭的にも恵まれなかった、地域にも恵

まれなかった子供は、知恵を生み出す力を身

につけることができず、稼ぐ力が身につきま

せん。それは「生きていけない」ことを意味

します。

学校はライフラインです。生きていけるの

か、死んでしまうのか、それを預かるくらい

重要な役割を担っているのが学校なのです。

学校が税金を投入して運営されている意味

は、全ての国民、全ての県民、全ての市町村

民、次世代がちゃんと生きていけるようにす

ることにあります。生きていけるだけではな

くて、次の世代がより良い町、より良い県、

より良い国、世界を創り出していけるような

担い手に育てていく。これが、学校教育で、

つまり「税金を投入して行う」意味なのです。

この「よりよい社会や幸福な人生を自ら創

り出していく」という文言は、中央教育審議

会や文部科学省から公表された文書に繰り返

し登場します。「偶発的な営みではなくて、学

校が教育課程を通じて組織的・計画的に実施

していくのだ」と、明確に謳われています。

次です。「よりよい社会」の先にあるのが「よ

りよい世界」です。今は地域に密着して生き

る人も大切ですが、グローバルな視野から地

域を捉えて動ける人材も必要です。

今日「国際バカロレア」という、いわゆる

地球市民を育てる、地球規模の課題解決がで

きるような人材を育てるプログラムが,日本で

も導入され始めております。これは、所定の

試験に合格すれば、世界中あちこちの大学に

入学できる制度です。

このプログラムで育てたい学習者像は、表に

記されているような若者です。唐突に出てく
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ると違和感を覚えると思いますが、これはま

さに、先ほどご紹介した吉城高校や大船渡高

校で育っている生徒の姿です。

つまり、グローバル人材はどこか遠くで育

てるのではなくて、地元、足下で育てること

ができるのです。いや、地域に出る経験がな

ければ、グローバル人材には育たないと言っ

てもいいでしょう。

世界と地域のつながりについて、もう一点

お示しします。これは『ＳＤＧｓ』といって、

国連サミットで採択された、持続的な開発の

ための国際目標です。

17ある項目を個別にみていくと、8番の「働

き方も経済成長も」は「働き方改革」ですし、

11番の「住みつづけられるまちづくりを」は

「地方創生」と、国連が掲げている目標が、

どこか海外の遠い所の話ではなくて、ごくご

く身近な話なのだと分かります。つまり「身

近な地域と世界は様々な面で繋がっている」

のです。

次に「社会教育」です。文部科学省はキャ

リア教育で身につける力の一つに「人間関係

形成･社会形成力」を掲げていますが、人との

関わり方を学ぶ、社会との関わり方を学ぶの

に、学校だけでは無理なことは明らかですよ

ね。例えば、吉城高校の生徒が身につけた「地

域と関わったら、こんなに幸せなのだ」とい

う感覚は、学校の授業だけでは身につかない

ですよね。学校外の教育機会として、社会教

育はとても重要なのです。

次に「探究能力」です。先ほどから「いま

までの教育」と「これからの教育」を対比し

た図をお示ししていますが、ここで青い三角

形の高さは、教育目標の高さを表しています。

また、高い山を支えるには広いすそ野が必要

です。

こうして二つの三角形ができるのですが、

青い三角形の面積は、子供たちが学ばなけれ

ばいけない「学びの量」を表しています。「い

ままで」は「理解して入試で吐き出せればよ

かった」のに対して、「これから」は「理解し

たことを世の中の課題を解決するために活用

できる」ことが求められます。その結果、三

角形は「これから」の方が高く、面積は広く

なっています。つまり、今の子供は、我々の

時代よりも学ばなければいけない分量がはる

かに多いのです。

ところが、学校の授業時間は限られていま

す。学校から出てくる悲鳴はここに由来して

います。「これだけの分量を、どうやって教え

るの？」と思っても「そんな時間はどこにも

ない」のが現実だからです。

実は「すべて教えるのは無理」という考え

方には「子供たちは与えた知識しか入らない」

という前提条件が潜んでいます。喩えるなら

「魚を与えないと、自力では魚を獲れない」

ということです。

もし、このような前提で学校教育を進める

と、時間は永遠に不足します。仮に、教え込

むことに成功したとしても、指示待ち人間し

かできません。これは、今、前提条件を変え

必要があることを意味します。「放っておいて

も、自分たちで勝手に知識を獲得していく」

‥「魚を与えるのではなくて、魚の釣り方を

徹底的に仕込む」という見方です。

では、どうしたら自分で知識を獲得できる

のか。それは、現場で何か「おやっ？」と感

じて、問いを立てて、情報を収集して、整理

・分析して、感じたことの意味を味わってい

く、という手順で思考を進めていくことです。
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次は「高大接続」です。

最近、大学入試制度の改革に注目が集まっ

ています。その一環として、大学は文科省か

ら、受験生に対して「知識・技能」「思考力・

判断力・表現力」「主体性・多様性・協働性」

を身につけてくるよう、アドミッション・ポ

リシーに明記することが求められています。

そして、大学入学者選抜で、いわゆる偏差値

型のテストだけでなく、「志望理由書や小論文

等でしっかり審査しなさいね」と、文科省か

ら求められています。

ご想像いただけると思いますが、ここで確

実に得点していけるかどうかは、地域でリア

ルな体験を重ねているかどうかにかかってい

ます。

では、高校生が地域に関わらないとどうな

るでしょうか。まず、受け入れる側の大学に

は、文科省から強い指導が入っておりまして、

これに従って入学者選抜改革を進めないと、

大学は国からオカネをもらえません。つまり、

大学は文科省に従わざるを得ない立場にあり

ますので、高校の様子を見ながら、いわゆる

探究的な能力、課題発見･解決的な能力の部分

を、配点比率を上げたり、定員を増やしたり

していくという対応をせざるを得ません。

送り出す側の高校はどうでしょうか。4～5

年くらい前までは、地域連携は一教員・一校

長レベルで行っていました。しかし、今は違

います。教育委員会が組織を上げて、県内の

高校すべてで実施する時代に変わっています。

私は日頃、日本全国を巡っていますが、空

間的な距離よりも、時間的な距離を感じます。

「20年先に行った」「30年前に戻った」という

感じです。それくらい、落差があるのです。

例えば、愛媛県の当時の高校教育課長さん

は、すでに3年前、「県立高校をその市町村の

担い手を育てていく拠点にしていかないと、

愛媛県は無くなってしまうのだ！」と、くり

かえし力説しておられました。このように、

動いている県はその頃から動いています。他

方「地域連携なんて難しいし面倒だから」と、

今まで通り行こうとしている県もいっぱいあ

ります。その差が極めて激しいのが平成30年

の状態です。

ともあれ、教育委員会レベルで動く県が続

出していますので、今後、課題発見・解決能

力をもった若者が大学にたくさん送り出され

ていくことは確実です。

これは、「偏差値型の教育だけで受かる人数

が年々少なくなっていく」ことを意味します。

岩手県の場合、大学に行きたくても学費を

出せない家庭が多いことは、ご存知かと思い

ます。となれば、国公立大学に行かせるしか

ありません。したがって、「ちゃんと国公立に

行けるような受験学力をつけなければいけな

い」と、岩手県の高校の先生方はここ10～15

年の間、すごく頑張られてきた歴史がありま

す。それは全国に伝わってくるくらい有名な

話です。

しかし今は「このままいくと仇になる」と

いう局面にあります。これから5～10年かけて、

偏差値だけでは大学に入れない構図になって

しまうからです。だからこそ、今日のような、

皆で高校教育を考えていく会がとても大切な

のです。

もう一つ重要なことがあります。もし、偏

差値型の教育に囚われていたら、何が起こる

でしょうか。

全国的にみると、課題発見･解決能力を持っ

た若者がいっぱい出てきます。10年後、つま

り今の保育園児が高校生になる頃には、それ

が当たり前になっています。もし、現在の高

校3年生に課題発見･解決能力を身につけなか

ったら、10年後、どうなっているでしょうか。

「あの先輩たちの世代は、偏差値世代だから

使い物にならないよね？」ということになり

ませんか。今、ゆとり世代が揶揄されていま

すが、それより深刻なことがこれから起こっ

てくるのです。

揶揄されるだけならいいですが、稼ぐ力が
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つかないわけですので、収入を失うことにな

ります。いま目の前にいる高校生に偏差値型

の教育を施していると、将来、食べていけな

い危険性が高くなるのです。「だから急がない

といけない」ということを、ぜひ覚えておい

ていただけると助かります。

次に、「国の政策」についてご説明します。

文科省は今、高校と地域の連携に力を入れ

ています。地方創生の文脈に加えて、人づく

り革命、生産性革命という切り口も加わって

います。なぜかというと、地域とつながって

いない高校生には、適当に授業を受けて、放

課後になるとスイッチが入って、部活動で燃

えて、クタクタになって、引退後は勉強しな

くても行けるＡＯ入試や推薦入試で合格をと

って、残りの半年間を遊びたおす、という傾

向も見受けられるからです。

そうした学生は、大学に入ってから何かミ

ッションを負って熱心に学ぶでしょうか。そ

れでは、人づくりにもならないし、生産性も

高まらないわけです。ですので、「高校生の間

に地域と深く関わらせて、志を立てさせて、

学習習慣も基礎学力も十分に高めて大学に進

学させよう」という見通しのもとに、文科省

は「高校と市町村の連携をはかっていこう」

という事業に着手したのです。

この事業は、昨年の11月に林大臣から記者

会見で発表がありました。

以来「高校と地域の連携」は「まち・ひと

・しごと総合戦略」にも取り入れられ、この6

月には閣議決定されました。地方創生が始ま

った頃には全く考えられなかったことが、今、

現実に起こっているわけです。皆さん今、そ

れくらい「高校と地域の連携」に可能性を感

じている表れです。

この事業、大臣発表の頃に文科省から相談

を受けまして、それから一緒になって事業を

作ってきました。事業が始まるのは平成31年

度です。少しでもいい形で全国に広まってい

くことを願って、「連携事業が来年の４月に各

地で円滑にスタートする」ところから逆算し

て準備を進めてきました。

来年4月に各地の現場で動きが始まるために

は、1～3月には準備をしてないといけません。

そのためには、まさに今、10～12月に行政手

続がなされていないといけなません。そのた

めには、8～9月の段階で、首長部局と教育委

員会、いろんな関係者がつながって人間関係

ができ、「タッグを組んだら、今までにはない

人づくりやまちづくりができる」というイメ

ージを持てている状況を作れていないといけ

ません。そのためには「大学が対話のプラッ

トフォームを提供するのがよい」という方向

性を7月には東京から全国に発信しなければい

けない。‥というわけで、今年度が始まると

同時に突貫工事にとりかかった、というのが

私自身の半年間です。

5月には発起人が文部科学省に集まって打合

せを行い、全国に発信するイベントは、7月7

日、私ども大正大学で開催させていただき、

全国から250名もの方にご参加いただきまし

た。そして、8月の始めには「公立高校を地域

の担い手を育成していく拠点にする」という

記事が共同通信から配信されました。

大正大学で開催された全国発信イベント

この文科省事業には、本当、時代の流れを

感じます。数年前は「高校と地域の連携」に

は誰も振り向きませんでした。ところが今は、

（地域魅力化型は）全国で20件の枠にも関わ

らず、同じ県の中で何校も競合しているくら

い、この事業に対する申請意欲は高いのです。
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これが概算要求の資料です。「地域魅力化型」

のほか「グローカル型」「プロフェッショナル

型」を合わせた50件で総額4億円なので、1件

当たりの額は、割り算すると800万円程度にな

ります。（補足：その後、12月に発表された予

算案では総額251百万円。1件あたり500万円前

後です。）ここから、講師謝金や、視察のため

の旅費を出すことができます。

以上のように、今「高校と地域は連携する」

方向で全国が動いています。

○ 地域と高校は どうつながっているか？

次に、今という時代を大局的に俯瞰してみ

たいと思います。

昭和の時代は「全体最適・未来最適」とい

う基盤があって、その上に「部分最適・現代

最適」が乗っかっていたので、勢いがありま

した。しかし、その間に「全体最適・未来最

適」の基盤を崩してしまいました。そして今、

ついに借金までできています。借金状態から

「全体最適・未来最適」の基盤を作り直して

いかないといけない、という時代になってし

まったのです。

よく聞かれるのは、「立て直すためのお金は、

どこにあるのですか？」というご質問ですが、

私はその都度「ありません。使い切ってしま

ったので、今は借金です。」とお答えしていま

す。お金がなくてもやらざるを得ない。今は

そうした局面だということです。

今後の課題は、簡単にいうと「バラバラ」

だったものを「チームプレー」に再生してい

くことです。

これを「自助・共助・公助」の関係でみて

いきましょう。

まず、江戸時代は‥明治になって学校制度

ができるまでは‥共助がしっかりしていまし

た。その後、昭和からバブル崩壊にかけて、

言い方をかえると「インターネットが登場す

るまで」の間、日本はとても良い時代でした。

ところが今、共助が衰え、公助が肥大化し
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て、いろいろな問題が起こっています。公助

の面では、「税金で支出したいのだけれども、

その財源がありません」という状況で、今そ

れで困っているわけです。

将来的には、共助と公助のバランスがとれ

た状態にしていかなければいけなません。と

なれば、今は共助の部分を育てていかなけれ

ばいけないことが分かります。では、どのよ

うに再生すればよいのでしょうか。

実は、その手がかりとなるのが「元服」で

す。昔は、どの村でも常に生き残りがかかっ

ていました。次世代の育成は、どんな地域、

どんな村にとっても必須だったのです。そし

て必然的に、なるべく早い時期‥中学生ぐら

いの時期‥に大人の中に混ぜ込んで、大人の

在り方を体で覚えさせ、「15歳になったら一人

前」だと、大人の仲間入りをさせる、これが

元服だったわけです。

それと同じことを、今やらなければいけな

いのです。大人と一緒に活動することによっ

て「社会を担っていくとは、こういうことだ」

という経験をさせて、「これで一人前だ」とい

う、新しい元服を作っていく。

実はそれが「地域課題解決型キャリア教育」

で、当初は高校や行政が担っていくことが求

められます。

次に「高校と地域の関係」です。

学校では抽象的で難しいことを学びます。

それを理解するためには、日常生活で具体的

な体験をいっぱい積み重ねておく必要があり

ます。しかし、コミュニティが崩壊すると、

身近な地域で体験する機会に恵まれず、今ま

で以上に懇切丁寧に教える必要が出てくるの

で、学校に負担がかかってきます。また、エ

ネルギーを発散できる場が地域から失われる

と、学校は生徒を部活動でクタクタにして帰

す必要が出てきます。

こうして、学校が受験勉強や部活動で生徒

を囲い込むと、生徒は地域で活動する機会を

失い、地域の担い手としては育たない、とい

うことになります。
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これが拡大再生産されてきたのが戦後の70

年間でした。このループを断ち切らない限り、

地域も学校も将来はありません。では、どう

すればいいでしょうか。

「地域はコミュニティの再生に取り組みま

しょう。高校は、生徒を抱え込むのではなく

て、どんどん地域に関わらせていきましょう。」

‥そのビジョンを高校と地元の市町村長との

間でしっかり共有できると、このループが回

り始めます。なおかつ、人口規模が小さいほ

どコンセンサスを得るのが簡単で、逆に規模

が大きいとコンセンサスが得られませんので、

人口規模が小さいこと、学校の生徒数が少な

いことは、今は武器なのです。ぜひ、この好

循環を岩手県の各市町村で再生して頂きたい

と思っています。

次に「産業との関係」です。

昔、跡取りが進学する必要はありませんで

した。しかし、すでに今は6次産業化しないと

生きていけない時代になっていて、進学する

必要性が高まっています。

社内であれ社外であれ、新しいビジネスを

起こしていくには「広い視野・高い専門性・

豊富な人脈」が必要かと思いますが、この中

でいちばん重要なのは「豊富な人脈」だと思

います。岩手県の産品をどこで売るのかとい

えば、例えば、東京です。

では、東京にビジネスパートナーをどのよ

うにして作るのか。高校を卒業して、東京の

大学に送り込めば、友達関係でビジネスパー

トナーはできませんか。ですから進学とは、「個

人の将来のため」であると同時に「町のビジ

ネスパートナーを作る」という面で非常に大

きな意味があるのです。

なぜ、そこに投資を惜しむのでしょうか。

今までは、「どこか安定した会社や組織に所

属できればいい。そのためには、点数とるこ

とが大切だ。」と、いわゆる受験教育が行われ

てきました。そのような教育を受けた生徒た

ちは、地元のことを何とも思っていませんし、

課題発見･解決能力は十分に備えていないの

で、地元に戻ろうとも思わないし、戻ってき

ても使いものになりません。

このような教育が地域を衰退させてきたの

だとすれば、代わりに採り入れるべき教育は

明らかです。高校の時に「地域が今なぜ困っ

ているのか。どうすればよいか。」を体験的に

学ばせるのです。そんな学びを経験した生徒

たちは、大学に行ったら徹底的に学びます。

岩手県には、冒頭でご紹介したとおり、ず

っと前から遠野高校の卒業生がそれを体現し

てきた実績があります。都会で学んだあと、

遠野に帰って活躍している卒業生が、すでに

いっぱいいるのです。

次に「高校生と地元経済のつながり」です。

昨年度の始め、先ほどの吉城高校には、「学

校として地域と連携していきたいのだが、地

元の経済のこと、経営者の思いを全然分かっ
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ていない。何とかしたい。」という課題があり

ました。高校も市役所も調査できる余力は足

りませんので、私どもの大学で企業の実態や

経営者の思いを調査することになり、アンケ

ートをした上で、会社をヒアリングしてまわ

りました。

その結果、とても重要なことが分かりまし

た。「高校生を地域活動に迎えると、産業人材

の育成や採用に好影響がある」ことが見えて

きたのです。

飛騨市の企業が、求める人材像として異口

同音に挙げていたのは「元気で提案力がある」

「人柄や能力がよく分かる」「多様な年齢層の

社員と関われる」ことでした。

まず、学校では管理されますので、元気を

失いますよね。対照的に、地域はゆるやかで、

どこかに居場所ができるので、元気が湧きま

すよね。また、地域にはいろんな人がいるか

ら、いろんなアイデアが出てきますね。だか

ら、学校の中だけで過ごした若者よりも、地

域でいろんな人と関わった人の方が、元気で

提案力があると期待されます。

「人柄や能力がよく分かった人を採用した

い」という思いは地方ほど強いと思いますが、

これは日頃から地域で一緒になって大人と子

供が活動していれば分かります。

あと、地域は0～100歳までいますので、地

域のコミュニティとふつうに関わってきた若

者は、会社の中でもふつうにやっていけます。

このように、高校生を地域活動に迎えるこ

とは、将来の地元産業にとって非常に重要な

のです。そして、ぜひ覚えておいていただき

たいのは「ここを担いうるのは、市町村長部

局の皆様だ」という点です。

このような形で、高校の時に徹底的に地域

と関わらせて、人間関係を醸成した上で、「進

学後も帰省した時には遊びに来いよ」と言っ

て、実際、遊びにきた時には美味いものを食

べさせてやったらどうでしょうか。そうすれ

ば、しだいに絆が深まっていくわけでありま

して、その続きで「インターンシップに来な

い？」「どうせならうちに来ない？」という展

開も可能になりますよね。

結局、いま人手不足が深刻なのは、高校時

代に人間関係ができてない点が非常に大きい

のです。人間関係ができていない大学生に手

を打つよりも、高校時代に人間関係しっかり

醸成しておいた方が、打てる手がずっと広が

るわけですので、ぜひ、ここにご対応をお願

いしたいと思います。

実例をご紹介します。この調査に参加して

くれた吉城高生の一人が坂下拓夢君なのです
さかしたたく む

が、彼はその後、私どもの地域創生学部に来

てくれました。

吉城高校は、私が地域との連携支援に関わ

っている高校ですので、彼も地域でのびのび

と活動していました。地域での経験量が圧倒

的に違いますので、単に入学してくれたのみ

ならず、自信が違うのです。だから今、100人

以上いる学年集団のリーダーを務めてくれて

います。このような人材が、高校と地域の連

携によっていっぱい育つ、ということです。

H29.8.17(吉城高3年) 坂下拓夢君 H30.4.5(大正大1年)

ここで、私がなぜ大学人として「高校と地

域の連携」に関わっているのかご説明します。

大学として地元の課題解決に貢献し、そこ

に高校生を迎えると、学びの場ができます。

送り出してくれた高校や参加した高校生を地

元で応援します。大学はそんな生徒を迎えま

す。大学に来てくれたら、しっかり鍛えて地

元にお戻しをします。このような仕組みを大

学として作っていきたいと考えているのです。

それを具現化した新しい入試制度として、

大正大学では地域創生学部志望者を対象に「地

域人材育成入試」を創設しました。

岩手の高校教育を考える市町村長懇談会 設立記念講演会 （H30.10.15.盛岡市） 浦崎太郎氏 講演録

－ 14 －



改めてじっくりご覧いただけると幸いです。

○ 岩手の高校に今どんなチャンスがあるか？

実は今、地方の小規模校には大きなチャン

スがあります。それは、このほど「大学に入

ってから社会人基礎力は高まらない」という

調査結果が発表されたのですが、これが企業

の採用事情を激変させる可能性を秘めている

からです。

従来、「高校はどこも同じ教育しか行ってい

ない」という前提のもとに、「おそらく偏差値

が高いほど社会人としての基礎力は高いだろ

うから、偏差値の高い学生を採用した方がよ

い」というロジックによって、偏差値の高い

順に採用が行われてきました。ところが、「社

会人基礎力は大学に入ってからは伸びない」

という調査結果や「高校によって社会人基礎

力を高める力は全く違う」実態が企業に伝わ

ったならば、「大学の名前で採用するよりも高

校の名前で採用した方が確実だ」となるのは

時間の問題です。

それが企業から発信されたらどうなるでし

ょう。親は子供の就職に強い関心を持ってい

ますので、本当に見えている親ならば「この

まま20世紀型の進学校に行かせるよりも、地

域連携に熱心な地方の高校に進学させた方が、

将来、就職にも有利だ」と気づくはずです。

このように「都会から地方の高校へ」と、

人の流れを変えうる時代になっているのです。

次に、本日発足した「市町村長懇談会」の

重要性をご説明します。

実は、私が全国各地をまわっていて、とて

も残念に思ったことがあります。ある町が「ふ

るさと教育」で全国的なモデルを打ち立てて

いて、毎年、ずば抜けた愛郷心をもつ中学生

が育っているのですが、周囲の町は「ふつう」

なのですね。高校としては、突出した町に合

わせることはできなくて、平均的な市町村に

合わせるしかありませんので、せっかく中学

校までに素敵な教育を受けていても、高校に

入ったとたんにリセットがかかってしまうの

です。

ところが、このような人づくりを一部の特

別な市町村だけではなくて、高校の通学圏全

域など、面で展開すれば、「どこの市町村出身

者も大丈夫だ」という状態を作れます。そう

すれば、高校はこのレベルに合わせてスター

トできます。

このように「面として地域連携を進めてい

ける」という点で、市町村長懇談会は、すご

く重要な意味があると認識しております。
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これには、山形県の最上地区に先行事例が
も がみ

あります。ここでは、山形県最上総合支庁が

世話役となり、「Shinjo-Mogamiジモト大学」

と銘打って、管内の8市町村が一つずつ、高校

生むけに地域理解プログラムを企画･運営して

います。例えば戸沢村では、高校生は村の食
と ざわむら

材をふんだんにあしらったピザを焼く経験を

しました。実は、これは村の若手有志「角川
つのかわ

元気プロジェクト」が主催する夏祭りにむけ

たリハーサルも兼ねていたのですが、参加し

た高校生の多くは本番にも登場し、そのまま

このグループに加わった生徒もいたようです。

こうして、地元の若手が「高校に行ったら

勉強と部活だけだから、地元の活動に来るな

んてことは夢にも思ってみなかった」ところ

に、行政として、しかも「最上」という面で

動いてくれたために、思いもかけず、まちづ

くりに高校生が参加してくれるような道が開

けたのです。もちろん大好評だったので、2年

目の今年度は、プログラムの数が倍近くにな

りました。こうした動きが、今、山形県で起

こっています。

そのためにも、図のような形で、高校と地

域をつなぐ組織を地域の側につくることが求

められます。

○ おわりに

今、過疎の小規模校には追い風が吹いてお

ります。そして今日、市町村長懇談会の発足

によって、小規模校対応は「面」でできるよ

うになりました。

ただ、追い風に帆を張れる前提は「高校と

地域が教育の質を担保できること」であると

忘れてはなりません。つまり、小規模校の存

廃は「高校･行政･地域･保護者が立場を超えて

結束できるか否か」にかかっているのです。

そして、結束するためのポイントは「対話」

にあり、対話ができれば結束でき、Ｖ字回復

も可能になるのです。

私は全国を回っていて、これだけは絶対に

言えることがあります。それは「どうしてこ

の町には、こんなに素敵な若者が育っている
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のだろう？」というところでは、高校の先生

と地域の人たちが立場を超えて飲み明かして

いることです。「どんな地域にするために、ど

んな人育てていけばよいのか？」「そのために

は、高校・地元・行政がどのように役割を果

たし合っていったらいいのか？」を徹底的に

語り合っているのですね。このような対話を

しっかり成し遂げたところからは、必ず素敵

な若者が育つのです。ぜひ「どんな若者を育

てていくのか？」について、高校に先生方と

行政の皆さんに徹底的な対話をしていただけ

ると有難いな、と思っております。

関連して、学校で起こっている「先生の働

き過ぎ」の問題は、実は「対話の問題」であ

りまして、地域の皆さんと一緒になって人づ

くりを進めていく体制ができれば、自然に解

消することなのです。そのためにも、ぜひ皆

様のご支援をお願いしたいと思っております。

最後に、岩手県内、どの高校、どの市町村

でも、豊かな関係性が醸成されることを祈念

いたしまして、私の話を終わらせて頂きます。

ご清聴ありがとうございました。

（おわり）
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